
2020.05.21 　学校法人佐藤栄学園 さとえ学園小学校

ICT整備とオンラン授業実現のポイント 
リモート授業の構築と実際
Session 2 
　教員間の連携も密に　毎日６時間リモート授業

【教育家庭新聞社 セミナー】
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ICT整備の評価基準？：１日６時間のリモート授業の実現
本日の流れ

０）はじめに【山中】 
１）管理職の立場から【津田】 
２）教員間の連携：【山口】 
３）1年生の様子：【須田】 
４）教科のリモート授業（国語）【鈴木】 
５）教科のリモート授業（社会）【橋本】 
６）実技系のリモート授業【浅田】 
７）子どもたちをつなぐ手だて【小出】 
８）子どもたち自ら動く【工藤】 
９）おわりに【山中】
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学校法人佐藤栄学園　さとえ学園小学校

はじめに
カリキュラムマネージャー　山中 昭岳
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教育のアジャイル化

←経営学＆システム開発の視点

分散登校 
＆ 

リモート授業 
融合化

公立校の 
モデルへ

お金をかけない設計 
レベルアップ型ルール

リモート授業の定義づけ

できる教員
から様々な
提案

教員間で自
主研修

全教員が自
宅でも

午前のみの
毎日

活用ツールの模索を継続

F/Sの繰り返し

✕教員の意識改革 
→システムづくり

組織づくり
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学園全体への広がり
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がり、全体で情報共有

N校の存在

本校のウリ
が重要

ICTは当たり
前の世界へ
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◯先を想定する：中期、長期目標を設定する 
◯スピード重視：完璧をめざさず 最低限からスタートし、 
　　　　　　　　　できる一歩から始めて修正していく 
◯学びつづける：多分野の視点を取り入れる 
　　　　　　　　　（経営学、システム開発 等） 
◯チームづくり：主体的に動く学校へ

アジャイル化
＜大切にしていること＞

「すばやい」という意味の英単語で、仕様や
設計の変更があることを前提に開発を進めて
いき、徐々にすり合わせや検証を重ねていく
というアプローチのソフトウェア開発手法。

～平等ではなく、公平を保つ～
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リモート授業とは

自宅で学校と同様の内容の学習ができる

　オンラインでの対面のやりとりが必須ではない。 
　全教科毎時間、その時間内にできる課題を設定し、
それらの課題を達成することで授業を受けたことにし
ている。 ※平等ではなく、公平を保つ
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リモート授業とは
自宅にいながら学校の授業
と同様の学習をすること

インプット型

すべての児童が公平に教
育を受けられること

インタラクティブ型

アウトプット型

一斉授業→動画視聴

グループ学習 
→オンラインミーティング

作品づくり・発表 
→ドライブ、Classroom

プロジェクト型
最終形態→自律学習

学
び
の
形
の
選
択
肢
を
準
備
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• Classroomの活用を
１年間続けてきた
（連絡帳として）た
め、必ずつながるツ
ールとしての役割を
果たした。 

• 制服、体操服 効果 

• iPadレベルアップ型
ルールによるスキル
アップとモラル向上 

• オンラインミーティ
ングは、低学年→高
学年にしたがって参
加率が低くなる。
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１～６年生で実施
一人１台　個人持ちiPad

※１年生：遅れてスタート

休校期間中（～５／６）
１日６時間授業を実施

毎時間、課題の配信と提出
課題の提出をもって履修とする
朝８時配信→提出は翌日８時まで

担当教員のZoom ID

第３フェーズ

リモート授業の可能性と課題を
洗い出し、次のフェーズへ
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具体的な事例をお伝えします！！
ICT整備の評価基準？！

１）管理職の立場から【津田】 

２）教員間の連携：【山口】 

３）1年生の様子：【須田】 

４）教科のリモート授業（国語）【鈴木】 

５）教科のリモート授業（社会）【橋本】 

６）実技系のリモート授業【浅田】 

７）子どもたちをつなぐ手だて【小出】 

８）子どもたち自ら動く【工藤】
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さとえ学園小学校　教務　津田　桂

教務の立場から
これまでの経緯・なぜできたのか・気をつけていること
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これまでの経緯
導入から活用・今後の予定

２０１６以前　　　ICTとは無縁の学校 
２０１６（平成２８年～）ICT教育の必要性 

２０１７　　　　　1人１台導入準備 
２０１８.７～　　  １人１台iPad導入 
２０１９　　　　　通常授業での活用 
２０２０　　　　　新型コロナウィルス拡大に伴うリモート授業 
２０２１．４～　　CYODによる１人１台iPad

準備開始から導入まで 
約２年間

活用法研修・実践 
スキルの習得 
約１年半
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なぜできたのか？
振り返ってみると・・・

さとえ学園小学校の
特徴

私立小学校

・授業料をいただい
ている 
・授業料に見合った
教育を公平に提供す
る。 
・提供する教育への
満足度を高める。 
・児童募集をして児
童を集めなくてはい
けない。 

前提

対応 突破想定

保護者満
足度を高
める

調査
新しいこと
にチャレンジ危機感

急いで導入・・・・ 
人を集めなければ・・ 
学びを止めるな・・・ 
　　　　　　　　　　など

ボトムアップ
型

校長・教頭の
リーダーシッ

プ

現場の先生方
のアイデア課題の共有
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気をつけたこと
オンライン授業開始～実施中

・顔が見えないからその場にいないからこそ、想像す

ることは大事だった。 

（各家庭の学習環境・各家庭のICT環境・保護者の協力をもらえるか・オ

ンラインに参加できない子への対応・服装は？時間割は？etc） 

・子どもたちの声や、先生方の声、保護者の意見を聞

きながらよりよいやり方を話し合う。 

(３月の試験実施・4月13日～の実践・5月からの実施方法・6月～）
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オンライン授業実施に際して・・・
記録をためること、足跡を残すことをお願いした。 
子どもたち・先生方の実施した授業が無駄にならないように。 
今後は、評価をどのようにしていくかを相談。

課題の提

授業時数 授業記録

classroomやエバーノートなどで課題を必ず提出させ、保存しておく。
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社会科 
リモート授業について

さとえ学園小学校　社会科　橋本和幸
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リモート授業の流れ

4年生

※事前にワークシート配布済み

①ZOOMで教員の説明を受ける②各自ワーク
シートに取り組む

③ZOOMで教員の説明を聞く

　自分の意見を発表する

6年生

①授業動画を観る
②Googleフォームでテスト　　　
　を受ける
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4年生リモート授業の様子①
①本日の内容についての説明をZOOMで聞き、各自が課題に取り組む（20分間）

　

26

4年生リモート授業の様子②
②再びZOOMにつなぎ、リモート授業を受ける（20分間）　
※ＺＯＯＭに参加できない子は教員が作成した解説動画を観る

教員の説明を聞いて答え合わせをしている場面 自分の意見を発表する場面

動作環境：WindowsPC・
metamojinoteアプリ
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4年生リモート授業の様子③
③取り組んだワークシートをGoogleクラスルームに提出する。

提出されたものを教員が確認する
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6年生リモート授業の様子①
①教員が作成した授業動画を観る（20分程度）

　※質問がある場合は教員のZOOMに参加し、個別に質問する。

WindowsPCで画面収録ア
プリを使い、授業動画を
撮影する

授業動画はGoogledriveや
限定公開サイトにて配信
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6年生リモート授業の様子②
②Googleフォームで作ったテストに取り組む

　

選択式・記述式と様々な問題形式を出
題できる
画像を載せることも可能
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6年生リモート授業の様子③
③Googleフォームで答えたテストは自動的に採点される

　

・採点結果から得点傾向を分析する
・アンケートも同時に送っているので
感想や
   意見を参考にする
→今後の授業動画作成に活かしていく
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社会科のリモート授業について（まとめ）
①ZOOMでのリモート授業について

→ＺＯＯＭの様々な機能を活用することで、学校での対面授業と同じように
スムーズに取り組むことができた。

②授業動画の配信について

→学年・発達段階など、子どもたちに合わせた動画の作成が必要
　スタディサプリ・NHK for schoolとの差別化・組み合わせ

32



リモート授業を実際にやってみて…

　最初は大変だったが、子どもたちも教員も慣れて
くると対面授業とほぼ同じように取り組むことがで
きている。

リモート授業は
○子どもの実態を把握すること
○まずは試行錯誤しながらでもやってみること

が大切！と感じました
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学校法人佐藤栄学園　さとえ学園小学校
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•2016.4　専門部会（ICT教育）設置 
•2016.1学期　端末検討（Chromebook, 
Windowsタブレット、iPadを検証） 

•2016.1学期　職員研修スタート 
•2016.2学期～　多数の企業と面会、打ち合わせ等 
•2016.3学期　実証授業　システムの検討

公立校のモデルへ
１人１台iPad ０

一人１台 
iPad

2018.7～
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• 2017.1学期　システム決定　教員１人１台体制 
• 2017.2学期　貸出機による１人１台授業検証 
•　　　　　　教材、使用アプリ決定 
• 2018.3学期　教育情報セキュリティ研修　等 

• 2018.7月　全学年一斉　導入

全学年一斉導入
１人１台iPad ０

一人１台 
iPad

2018.7～

38

今、過渡期だからこそ必要（もう少ししたらいらなくなる！）

真の環境整備とは・・・
～子どもたちの運用を指導する～
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レベルアップ型ルール

保護者ポータルサイトより閲覧可環境整備だけでなく運用面も

40



レベルアップ型ルール
ゴールド
ブルー　
グリーン

イエロー
レッド　

基本：勝手に使用はなし 
休み時間・登下校：使用不可 
　ブルー　：ラーニング・コモンズで自由使用可 
　グリーン：先生の許可をもらい首掛けつけて可

＜チェック方法＞ 
○スキル（チェックテスト及び制作物） 
○モラル（自己・他者・教師・保護者）

自由度アップ

＜特別カード＞ 
●別指導へ 
→依存傾向、 
　自己コントロール強化等

スクリーンタイムの設定による制限 
●学校外では必要なアプリのみ 
●日常生活すべて必要なアプリのみ

自由度　なし
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F/S：一日６時間授業について
まじめな子ほど・・・

☆オンライン保健室入室者：数名 
　→意外とタフ？！

高学年 低学年

保護者

☆授業中、○○○する子も・・

普段の授業と同じような時間で勉強が出来
るから。

塾のズームや課題があるから。 友だちと、あそんだりしゃべったりするのがあ
まりないから、ずっとべんきょうしているかん
じがする。

ひるまはみんなといたいから
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F/S：教師からのフィードバック
真に子どもの側に立ち、そして鍛える！

•３月と４月以降とでは反応が全く違う 

•オンラインでのマナーの習得 

•学びをとめない＝履修主義（教師の発想）？　

→リアルの意義：学級づくりに時間をかけたい

→習得主義へ

→優しい想像力
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リモート授業とは

自宅で学校と同様の内容の学習ができる
　オンラインでの対面のやりとりが必須ではない。 
　全教科毎時間、その時間内にできる課題を設定し、
それらの課題を達成することで授業を受けたことにし
ている。 ※平等ではなく、公平を保つ

履修主義ではなく、習得主義へ
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第５フェーズ
リアルな学校の存在価値を問う

• 分散登校 or 一斉登校 etc.　何でも対応できるように準備 

• 実際に出会う場での授業内容の精選 

• ハイブリッド授業の構築 

•  N高の存在からみるリアルな学校の存在価値は？ 

• 教師の役割について 

• 真に学ぶ場の提供へ

５
2020.6～
ハイブリッド授業 

F/S
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第６フェーズ
本校のウリを最大限に活かす！

• 体験型教育の意義 

• 鉛筆や消しゴムと同様に、一人１台どころか教育におけるICT活用
と話題にならなくなる世界 

• 教師の多忙感をなくす：多岐にわたる仕事内容を１本化 

• 担任業務（全員が同じ経験知をもつ）→特質により分業へ 

• ４０，５０の生き残る道

６
アフターコロナ

NEW 
スタイル

【学習系】教科指導部門 
【研修系】研修部門（分業化へのステップ） 
【心理系】生徒指導部門・保護者対応部門 
【経営系】学校経営部門
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教育のアップデート
発展型分業化＆アジャイル化

経営学 システム開発

組織づくり

F/S（フィジビリ）

頭・心・体

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

中・長期計画
バグつぶし

完璧からの脱出 
最低限からスタート 
できる一歩から始め、 
修正していく

危機管理

経営戦略

だれも悪くない 
↓ 

システムが悪い
働
き
方
改
革

教
育
シ
ス
テ
ム
改
革

教員の多業務を解消
し、それぞれの特質
によりプロフェッシ
ョナルな分業化へ
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2020.05.21 　学校法人佐藤栄学園 さとえ学園小学校

ICT整備とオンラン授業実現のポイント 
リモート授業の構築と実際
Session 2 
　教員間の連携も密に　毎日６時間リモート授業

【教育家庭新聞社 セミナー】

山中　昭岳 y_aki@satoe.ed.jp
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